
 

 

 

 

 

 

 

てらたま協議会の新しい門出 
～牛久新体制に期待～ 顧問  髙木新太郎 
スカイツリーは 2006 年に建設が決定した。墨田区の旧向島区と旧本所区

の境辺りに建設のスカイツリーを見越して、北部の複数商店街を軸に地元有

志が集まったのがまちおこしの出発であった。 

当初は区役所の音頭の下、玉の井町会会館で毎月会合を重ねた。永井荷風、

梅若伝説、七福神…まちおこしの牽引力としてこの街に由来する様々なテー

マが熱く語り合われた。「寺島なす」は当初より掲げられた起爆剤の一つで、

その復活、とりわけこの地域での栽培は悲願であったと言っても過言ではな

い。「旧向中に農園を作ろう!」は遠い夢のスローガンであったが、たもんじに場所を変えたとは

いえ、まさか実現するとは、当時誰が思っていたであろうか。 

スカイツリーは 2012 年に完成したが、商店街の変遷もあって、まちおこし協議会は、まちづ

くり協議会に名前を変え、現在の NPO 法人に改編して 3 年になる。 

私は当初から関わらせて頂いたが、長くなり歳をとった。ここで皆さんに夢の実現を委ねたい。 

5 月の総会で、てらたま協議会に 5 人の副理事長が誕生した。末林さん、小川さん、田村さん、

中西さん、石田さんの 5 人だ。牛久新理事長のもと、皆さんの柔軟な発想力、行動力、突破力で、

新たなまちづくりの発展を期待してやみません。よろしくお願いします。 

元々ゴミ拾い活動が気になってはいたのですが、たまたま荒川をジョ

ギングしていた時に見かけた団体に、きっかけがあって申込みし、３ヶ

月で３回も参加してしまいました。これが何と外人ボランティア団体

で、何とも国際色豊かな体験です(でもほとんど日本語でしか会話して

いません、異国の地で無償でゴミ拾いをする彼らに頭が下がります)。 

 荒川の中州にあるテトラポッドは荒川のフィルターになっているよう

で、ビン・管・ペットボトル・発泡スチロール・金属・機械・ボール・袋・ロープなどなどあら

ゆるゴミが引っかかっています。ここで無数の舟ムシと沢ガニに囲まれ、黙々と、自分のペース

で、ゴミ集めをするはまるで修行。成果としては、①ゴミの分別について認識を新たにできた、

②荒川のゴミの酷さ・実態について痛感できた、③ゴミ拾いにこんな関心がある人がいるんだと

いうことに気付いた、④こんなもの絶対触

れないって最初思っていたものを平気で掴

めるようになった、⑤異常なまでに使命感

と達成感を感じることができた、⑥ただこ

れも明日になれば元通りなんだろうなとい

う絶望感も同時に感じることができた、⑦

彼らの間で交わされる英語をほとんど理解

できず、国際会議等で孤立する日本人の孤

独をひしひしと感じることができた、等。 

ところで実は先月もう一つハマってしま

ったものがあり、とあるアイドルグループ

の会員番号を得るに至ったのですが、そのグループのファンのことも清掃員と呼ぶのだそうで…    

便り 
 シリーズ:理事長 

(含副)を退任して 

米、英、多分インド、ベトナム、多分中国か台湾、勿論皆さん日本語堪能 

これが私 
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https://www.facebook.com/photo/?fbid=1600891706769611&set=pcb.1600898166768965&__cft__%5b0%5d=AZXFKtbBPDTrQsd2OgSesXosMHglJHcpY0eJYjxdD2JxfN_cRxpuygoMQNU1koy6_DM9554BFQoUwzLTa6frK4AnKBItitTslPk9OGtf38pXrqxjJgRcVGOAtPbEHv445uU&__tn__=*bH-R


～懐かしのサンバちんどん～

すみだサンビスタ有志 青山杏里 
こんなことでもなければ、こんなユニークな経験は人生でできなかった

ことでしょう。過去４回の「江戸に浸かる。」では、企画の末林さんのリ

クエストというか無茶振りに当初は圧倒され気味でしたが、私も負けては

いません、心温かいサンバ仲間に毎度無茶難題を聞いてもらい、かつてな

いパフォーマンスを実現することができたと思います。 

先ず初回２０１７年は、小江戸開きで、口上に合わせて賑やかしをまず

三回、続いて寺島なすで区内各所を結ぶ「青果リレー」では、横浜飯店さ

んで待ち合わせの上、なすと宣伝をぶら下げて東向島駅前商店街を練り歩

き、会場の旧向島中学校に向かいました。途

中、八百屋さんでお野菜を分けていただいたり、デイケアの皆さんをサ

プライズ訪問したり…皆さんとの交流を楽しみました。ハイライトの大

江戸開きはなぜかミュージカル仕立てで、それもトラブルで急遽アカペ

ラとなり…紆余曲折あるも「江戸に浸かる。」は無事開かれて、老若男

女が江戸にちなんだ文化や食をたっぷり楽しんだのでした。 

以来、貴重な機会を毎年いただき、皆さんと特別な思い出を創り重ね

てきました。２０１８年は生憎の雨でしたが、

傘を使ってのちんどんとサンバで盆踊りに挑

戦。２０１９年にはニュージーランドのダンサ

ーヒラリーもゲスト参加。２０２０年はコロナ

下、オンライン青果リレーにニュージーランド

から参加させていただきました。そして今年２

０２１年は、文章で… 

何かと制約のある生活が続きますが、てらた

ま協議会の皆さんが紡ぐ温かな地元の輪が、じ

っくりじんわり続いていくことを願っていま

す。どうぞ皆さんお元気で、来年またご一緒で

きるのを、心待ちにしています＾＾ 
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皆さんが普段使用している農機具ですが、刃が上手く切れなかったこと

はありませんか？ 8 月 29 日、坂本さんが研磨機を持ってきてくださ

り、矢下さんも一緒に鍬やハサミなど農機具を丁寧に研ぎ、メンテナンス

を行ってくださいました。 

皆さんが共同で使っている道具なので、刃のキレ

もどんどん悪くなります。備中鍬（4 本刃の鍬）

は、無理矢理使うと刃が曲がってしまうこともあり

ます。私は、坂本さんと矢下さんがやってくださるのを真近で見て、「農業

は道具が命」であり、道具を適切な状態で使えることで、作業の効率も上が

ってくると農家さんが話していたのを思い出しました。 

 皆さんと一緒に使っている道具ですので、次の人が気持ちよく使えるよ

う、大切に扱っていいただきますようお願いします。 

 たもんじ交流農園便り 
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